
IPO銘柄の初値上昇率の低下はポジティブ？ネガティブ？

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 1

IPO銘柄の初値上昇率
（年間平均）

初値騰落率
（対公開価格）

2018年 +105％

2019年 +75％

2020年 +130％

2021年 +56％

2022年 +47％

作成：岡三証券、9月15日現在



IPO銘柄のセカンダリーでのパフォーマンス改善は新興市場に追い風

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 2

IPOインデックスと東証マザーズ指数はほぼ連動

作成：岡三証券、9月15日現在
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6月以降はセカンダリーでの好パフォーマンス銘柄が多い

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 3

セカンダリーでのパフォーマンス
（6月以降の上場銘柄）

作成：岡三証券、9月15日現在

上場後の
株価上昇率

サンウェルズ +197％

エニーカラー +96％

ＥＤＰ +72％

マイクロ波 +43％

坪田ラボ +28％


